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パリ市

シャルトル市

コンピエーニュ市

意
識
の
違
い
か
ら
、
調
整
が
思
う
よ
う
に
運
ば
な
い

な
ど
、
異
な
る
習
慣
の
中
で
一
つ
の
会
議
を
作
り
上

げ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
一
方
で
、
違
う
視
点
か
ら
見
え
た
多
く
の

発
見
も
あ
り
、
貴
重
な
得
難
い
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�

第
３
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
の
開
催

　

第
３
回
会
議
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
に
向

け
て
自
治
体
は
何
如
に
備
え
る
べ
き
か
」と
い
う
テ
ー

マ
で
８
月
28
日
〜
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
全
体
会
議
で
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
両
国
の
自
治
体

が
独
自
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
を
行
い
、

そ
の
後
、「
経
済
の
革
新
」

「
文
化
の
革
新
」「
持
続

可
能
な
発
展
・
生
活
環

境
に
お
け
る
革
新
」
の

３
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
参
加
し
た
自
治
体

が
各
々
の
取
り
組
み
事

例
の
発
表
や
今
後
の
日

仏
交
流
に
お
け
る
提
案

な
ど
を
行
い
、
活
発
な

議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌

日
に
は
、
各
分
科
会
の

議
論
が
報
告
さ
れ
、
最

終
宣
言
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
宣
言
で
は
、

日
仏
自
治
体
交
流
会
議
で
築
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
た
幅
広
い
分
野
で
の
研
修
交
流
や
、
各
自

治
体
の
情
報
の
共
有
に
向
け
た
協
力
を
行
っ
て
い
く

こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
日
仏
交
流
の
新
た
な
方
向

性
を
示
す
と
と
も
に
、
第
４
回
会
議
が
２
０
１
４
年

に
高
松
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
第
３
回
会
議
で
は
、
初
の
試
み
と

し
て
、
模
範
的
な
交
流
を
実
践
し
て
い
る
日
仏
自
治

体
を
表
彰
す
る
「
日
仏
交
流
優
良
賞
」
が
設
け
ら
れ
、

姉
妹
都
市
関
係
に
あ
る
仙
台
市
と
レ
ン
ヌ
市
へ
贈
ら

れ
ま
し
た
。
震
災
後
の
レ
ン
ヌ
市
に
よ
る
仙
台
市
へ

の
支
援
、
苦
難
の
中
に
お
い
て
も
前
向
き
に
継
続
さ

れ
た
両
市
の
交
流
関
係
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
市
民
対
話
集
会
も
行
わ
れ
、
シ
ャ

ル
ト
ル
市
民
と
自
治
体
首
長
な
ど
と
の
意
見
交
換
の

場
も
持
た
れ
ま
し
た
。

　

�

会
議
で
築
か
れ
た
日
仏
自
治
体�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て

　

日
仏
自
治
体
交
流
会
議
で
は
、
毎
回
多
く
の
日
仏

自
治
体
か
ら
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
自
治
体

同
士
の
つ
な
が
り
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
会

議
を
と
お
し
て
築
か
れ
た
関
係
は
、
と
り
わ
け
東
日

本
大
震
災
の
後
、
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
ま

し
た
。
震
災
後
、
会
議
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
自

治
体
が
一
丸
と
な
り
、
率
先
し
て
日
本
へ
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
実
施
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
こ
の
自
治

体
の
動
き
と
と
も
に
、
現
地
で
は
、
住
民
の
支
援
活

動
も
起
こ
り
ま
し
た
。
金
沢
市
の
姉
妹
都
市
ナ
ン
シ
ー

市
で
は
、
市
議
会
が
支
援
金
の
送
付
を
議
決
し
、
ま

た
市
民
団
体
や
学
校
、
一
般
市
民
の
方
々
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
活
動
な
ど
を
行
い
、
支
援
金
を
集
め
、
金
沢

市
を
と
お
し
、
被
災
地
仙
台
市
へ
と
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
対
一
の
姉
妹
都
市
の
枠
を
超
え
て
、

こ
の
会
議
を
と
お
し
て
築
か
れ
た
自
治
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
今
後
の
新
た
な
日
仏
交
流
の
た
め
の
大

き
な
財
産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
会
議

で
は
、
私
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
情
報

の
共
有
と
人
材
交
流
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
を
提
案
し

ま
し
た
。
今
後
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
こ
の

提
案
が
実
現
で
き
る
な
ら
ば
、
多
様
な
日
仏
自
治
体

交
流
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
発
展
へ

と
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
第
３
回
会

議
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
総
務
省
、
外
務
省
、
㈶
自
治
体
国
際
化
協
会
、

全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使

館
な
ど
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、
ご
多
忙
の
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く

の
自
治
体
首
長
な
ど
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
回
、
高
松
市
で
第
４
回
会
議
が
、
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
会
議
が
、
自
治
体
に
と
っ
て
さ
ら

に
意
義
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
ま
た
日
仏
自
治
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
交
流
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て

い
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
と
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
仏
自
治
体
交
流
会
議
と
は

　

日
仏
自
治
体
交
流
会
議
は
、
２
０
０
８
年
、
日
仏

修
好
通
商
条
約
締
結
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
、
当
時
の
山
出
市
長
と
フ
ラ
ン
ス
の
姉
妹
都

市
ナ
ン
シ
ー
市
の
ロ
シ
ノ
市
長
が
会
議
の
推
進
委
員

長
を
担
い
、
ナ
ン
シ
ー
市
で
開
催
し
た
こ
と
を
始
ま

り
と
し
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
、
交
流
を
行
う
日
仏
自
治
体
が
一
堂
に
会

し
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
に
自
治
体
が
抱
え
る
共

通
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
、「
知
と
経
験
」

の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
第
１
回
会
議
で
は
、
日

本
側
12
自
治
体
、
フ
ラ
ン
ス
側
17
自
治
体
の
ご
参
加
、

２
０
１
０
年
に
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
会
議

で
は
、
日
本
側
26
自
治
体
、
フ
ラ
ン
ス
側
18
自
治
体

の
ご
参
加
を
得
ま
し
た
。

　

�

第
３
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
の�

開
催
ま
で

　

今
回
の
第
３
回
会
議
は
、
第
２
回
会
議
で
採
択
さ

れ
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
お
い
て
、
２
０
１
２
年
に

シ
ャ
ル
ト
ル
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
２
０
１
１
年
６
月
、
日
本
側
で
は
、
第
１
回
、
２

回
、
３
回
会
議
へ
の
参
加
自
治
体
、
総
務
省
、
外
務
省
、

㈶
自
治
体
国
際
化
協
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村

会
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
で
、
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
過
去
の
会
議
の
経
験
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
私
、
金
沢
市
長
が
推
進
委
員
長
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
会
議
開
催
地
シ
ャ
ル
ト
ル
市
の
姉
妹
都

市
桜
井
市
長
と
会
議
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ

た
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
市
の
姉
妹
都
市
白
河
市
長
が
委
員

長
代
理
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ

ン
ス
の
都
市
と
交
流
の
あ
る
日
本
側
の
自
治
体
に
会

議
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
、
第
３
回
会
議
に
は
、
仙

台
市
、
松
島
町
、
白
河
市
、
富
岡
市
、
新
潟
市
、
甲

府
市
、
甲
州
市
、
佐
久
市
、
岐
阜
県
、
兵
庫
県
、
朝

来
市
、
桜
井
市
、
高
松
市
、
佐
賀
市
、
金
沢
市
の
15

自
治
体
の
ご
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
側
か
ら
は
27
自
治
体
の
参
加
が
あ
り
、
計
42
の

日
仏
自
治
体
に
よ
っ
て
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
去
の
会
議
同
様
に
、
準
備
を
進
め
る
上
に
お
い

て
は
、
文
化
の
違
い
か
ら
生
ず
る
困
難
が
あ
り
ま
し

た
。
会
議
開
催
直
前
が
フ
ラ
ン
ス
の
バ
カ
ン
ス
時
期

と
重
な
り
、
作
業
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
り
、

事
前
の
万
全
な
準
備
を
よ
り
重
視
す
る
日
本
側
と
、

現
場
で
の
流
れ
を
よ
り
重
視
す
る
フ
ラ
ン
ス
側
と
の

第
３
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
を

開
催
し
て

金
かなざわ

沢市長

山
や ま の

野之
ゆ き よ し

義
第３回日仏自治体交流会議の参加者とともに

分科会で発表する筆者

海外都市交流


